



雑誌名 広島日独協会会報 = Mitteilungen der
Japanisch-Deutschen Gesellschaft Hiroshima
巻 46
ページ 32-35
発行年 1999-03-01
URL http://hdl.handle.net/2297/26615
ドイツ語のコミュニケーション行動における
ハemd/ichkeitについて
西鴫義憲
０．ドイツ人の挨拶行動
ドイツで、知り合いのドイツ人に電話をかけると、受話器の向こうでそっけなく名前だ
けが告げられる。冷たく突き放すように感じられる。そして、こちらが名を名乗り、相手
がこちらを認識したとたん、相手の声のトーンががらっとかわって明るくなる。そのとき
の相手の微笑みが見えるようだ。では、街を歩いていてドイツ人の知り合いに出会ったと
きはどうであろうか。こちらにまだ気がついていないときは、人を遠ざけるような雰囲気
をもって歩いているのに、こちらに気づいたとたんに大袈裟に相好をくずしながら近づい
てきて、握手を求める。どちらの場合も、知人と認識する前後で表現や表情が、私たち日
本人にとっては極端と思えるくらいに変化する点が共通していて、興味深い。
このような「微笑み」を伴った接触行動や関係を、ドイツ語では〃eund"chあるいはそ
の名詞形のFreund"chkejtという表現で特徴づけることがある。丹euM"chという語は、
丹eund（英語のfrjend）から派生された形容詞である。本稿では、ドイツの曰常的挨拶行
動に見られるFreund"chAejtに基づいて、ドイツ語のコミュニケーション行動一般の社会
的文化的背景について考えてみたい。
１．Mtfrezmd/jchenCr胆e、：丹ezJnd/jchの意味の変化
MMreund"chenGrd1Benという語句をドイツ語の手紙で目にすることがある。この表
現は、役所などの公的な組織や機関から送られて来る手紙の末尾にしばしば現れる、日本
語で言えば「敬具」にあたる定型表現だ。この決まり文句にfreund"chが使われるからと
いって、公的な文書を書いている役人たちがわれわれに微笑みかけている光景を想像して
はいけない。たんに形式的で社交上の関係にあることを表明しているにすぎないのだ。
Deund/jchは、すでに述べたようにｎｅｌＪｎｄ（英語のfriend）を基に作られた派生形容詞
である。しかし、現代の用法では、この派生的な関係が意識きれることはほとんどない。
FHermanns氏の辞書調査によれば、１８．１９世紀の辞書ではこの語は、共感（S),mpa伽e）
と友愛（丹eundscha肋cMe/t）を意味していたが、現代では、他人との形式的・社交上の
つき合いにおける愛想（Liebenswurd蚊eit）を表わすという（vglHermannsl993)。明ら
かにこの語の使用域が広がり、意味が空疎化あるいは一般化してしまった例といえる。
Hermanns氏はこの変化を頻繁な使用というインフレに基づく現象として説明している。
そして、freund"chという語が18.19世紀に表していた意味を現代において表現しようと
すれば、ｈｅ”"cｈ（＜Hejz：英語のheart）を使わなければならないという。
－３２
ちなみに、このような意味の空疎化あるいは一般化という方向での変化は、日本語の入
づきあいを表す語彙においても同様に見られる。現在通用している基本的なコミュニケー
ション行動評価概念の1つ「ていねい」は、その例である。この語は、少なくとも10o年
前の辞書記述では、「ねんごろ」「しんせつ」といった語でパラフレーズされ、個人的で親
しい関係の中での気配りなどの注意深さを意味していた。ところが現代では、「礼儀正し
い」と同義され、規範にしたがった形式的な振る舞いを表している。これは、封建国家か
ら近代工業国家への社会システムの転換による人間関係の構造的変化と関連づけて説明す
ることができるだろう（vglNishijmal995)。いずれにせよ、実質的な内容から形式的関
係を強調する方向で変化している点で、意味変化の傾向がfreund/肋と共通している（vgl
Nishijimal998)。
２．制度的場面における挨拶行動の変化
ところで、ドイツでは、目的が明確に定められている制度的場面において、接触の開始
と終了をことばではっきりと表現する習'慣があることはよく知られている。たとえば、商
店に入る際は“GutenTag”と声をかけ、立ち去る時は“Wiedersehen,，などと発するこ
とが期待きれている。このような挨拶をしないで店に入ると、場合によっては店主から挨
拶をするよう要求きれたり、不審がられることもある。これは、お互いに共有する場面を
ことばによって再定義し、再確認するための形式的な手続きで、ドイツでは日本以上にこ
のような社交上の言葉を要求する度合が強いようだ。自他を明確に区別する社会で、相手
の領域に立ち入るのであるから、そのような手続きが要求されるのも当然であろう。もち
ろん制度的な場面での形式的な言語使用なので、そこでは基本的に「笑顔」は必要ない。
ところが最近、ドイツ人店員や郵便局職員、ドイツ鉄道職員たちの客に対する態度がか
なり変化してきた（vgL西嶋1998)。面白いことに店員たちが笑顔を見せることが多く
なってきたのだ。以前はスーパーのレジで、つまらなさそうに金額を打ち込んでいたはず
の店員が、別れ際に、儀礼的ではあってもにこりと笑みを浮かべて“Sch6nenAbendnoch'，
(｢よい晩を｣）とか“Sch6nesWochenende”（｢よい週末を｣）といった決まり文句を客に
投げかけてくる。以前のぶっきらぼうでそっけない態度（｢お客様は神様」に慣れている
日本人からすると、客を客とも思わないように見えてしまうのだ）を知っているだけに、
はじめは面食らった。ついでに言えば、この決まり文句に対しては“Danke,gleichfalls”
(｢そちらもね｣）などと応じるようだ。
明らかに、ここ数年間で客と店員との関係に変化が起きてきているのである。つまり、
以前は存在した（権利）関係（もちろん店員＞客）が対等関係を意識してきているような
のだ。従来の関係がこのように変化すると、客の方の期待も当然変化してくる。店員は客
－３３－


